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第3回　InterSystems 医療 x IT セミナー
　　ソリューション開発編 II
　「相互運用性/FHIR の実装」



自己紹介 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荒木賢二　（大阪出身、昭和33年生まれ） 

  もともとは心臓外科医   

  ㈱コア・クリエイトシステム　技術開発部長  カルテMan・Go!の開発全般の統括  
電子カルテ利活用に関する病院支援  

  宮崎大学名誉教授 
　　　元医学部附属病院医療情報部教授 

電子カルテの導入経験多数あり  
病院の経営分析を業務として実施 　IR（Institutional Research）  

  北陸先端科学技術大学院大学　客員教授 JAIST  iMOSTコース 医療サービスサイエンス 講義の一部を担当

  NPO日本医療ネットワーク協会（JMNA）　理事  全国規模のEHRである 千年カルテプロジェクト の研究代表者 
病院経営改善アカデミー主催 

  NPO MedXMLコンソーシアム　理事  医療情報交換規約「MML」の主な開発メンバー  

電子カルテの設計、地域連携、経営分析、データサイエンス研究 、、などなど　幅広
く医療ICT分野で仕事をしています。よろしくお願いします。



DX 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デジタル・トランスフォーメーション（DX）

ITの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる
　　　2004年、スウェーデン・ウメオ大学エリック・ストルターマン教授

企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や
社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務その
ものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること　　　
20018年、日本、経済産業省

デジタル
●ビッグデータ
●クラウド
●AI
●IoT

これらを高度に活
用

社会の変革
（トランスフォーメーション）

InterSystems 医療 x IT セミナー　　ソリューション開発編  II　「相互運用性 /FHIR の実装」



 医療 x データサイエンス 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比較項目 医療 x IT 医療 x データサイエンス

電子化の方針 ●紙を電子化するだけ
●エキスパートの暗黙知は電子化不
可能

●エキスパートの持つ知識（暗黙知を含む）をワークフローとし
て電子化

●未来の医療RPA（Robotic Process Automation）に繋げる

データの扱い

　　構造化 ●構造化に無頓着
●文字のカルテ記載は文字のまま電
子化

●すべての診療情報で構造化を徹底
○カルテ文書も、中身を項目に分ける
○看護の観察項目も構造化してマスタ化

　　数値/コード化 ●あえてすることはない。文字は文字
のまま

●文字のカルテ記載も、内容を構造化し、数値 /コード化に取り
組む

　　品質 ●無頓着。紙の時代の品質のまま ●データの品質を重視
●データの品質が、医療そのものの品質

データ活用

　　戦略性 ●戦略性がない
●目的のない電子化

●まず経営戦略を立てて、経営目的の実現のために電子化
○経営改善に役に立つ
○医療安全に役に立つ
○労務負荷軽減（働き方改革）に役に立つ

　　施設を越えた活用 ●1病院の電子化に留まる ●医療イノベーションには、地域ぐるみでの電子化が必要
●経営分析のためにはベンチマーク（施設間比較）が必要
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高度な医療DXを実現するプロセス FHIRによる実現方法

Ⅰ.上流からの徹底した構造化
➢オントロジー工学
➢FHIR Resources

Ⅱ.大量構造化データを扱える性能、機能
➢大量データでもレスポンスが落ちない
➢モバイルで簡単入力

Ⅲ.高度な相互運用性の確保
➢普及する規格　FHIR
➢FHIRによるデータ統合基盤
➢APIによるデータ収集と利活用

Ⅳ.社会に変革をもたらすソリューション
　　　　　➡医療DXの完成

➢FHIR APIの人工知能への活用
➢FHIRによる標準データウェアハウス

FHIR Resources

超高速データベース

FHIRリポジトリ

Web REST API

Interoperability（相互運用性）
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オントロジー工学 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オントロジー（存在論）とは、あらゆ
る概念を構造化、抽象化、モデル
化しようとする哲学

オントロジー工学昔 データサイエンス今
デジタルトランス
フォーメーション

さらに
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FHIR Resources 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ポイント FHIRでは、様々な医療情報を「Resource」で構造化

https://www.hl7.org/fhir/resourcelist.html

https://www.hl7.org/fhir/resourcelist.html


高速データベースIRIS for Health 

IRIS®は InterSystemsの登録商標です。 8

ポイント 大量データを扱うためには、高速データベースが必要

カルテMan・Go!レスポンス試験

● 120台同時接続

● オーバービューで大量データ表示

● 病棟マップで多数患者表示

● これらの条件で問題なし

カルテMan・Go!
反応速度が落ちません

●IRIS for Health®の利用
○ 重要なデータはインターシステムズ社の提供する      「IRIS 

for Health®」に保管します。
○ IRIS for Health®は高速なデータベースとして知られ、米国

の多くの大病院や証券会社などに使われているものです。

●M言語でのサーバー開発
○ IRIS for Health®はM言語で開発することにより高速となり

ます。弊社はM言語開発者を多く抱えています。

●徹底したレスポンス試験
○ すべての開発したプログラムは120台同時接続の過酷な環

境でレスポンス試験を行い、高速レスポンスを達成していま
す。
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モバイルで簡単入力 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データを構造化しても、入
力の負担が増えると
運用に乗らない。

Man・Go!なら
クリニカルパスで簡単入力項目セット
モバイルで簡単入力

構造化データがどんどん貯まる！！
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普及する規格　FHIR 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ポイント DXに標準化は必須　　ただし標準規格は普及しなければ意味がない



FHIRによるデータ統合基盤 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多システム リアルタイム
データ統合基盤

データ統合基盤構築の実績
➢久留米大学病院　部門連携に Ensembleを活用
➢京都民医連中央病院　部門連携に Ensembleを活用
➢札幌ハートセンター　 Health Connectを活用

多施設リアルタイムデータ統合で描く未来
➢ベッドコントロールの迅速化、人工知能の活用
➢重症患者監視のリモート化、センター化
➢施設を跨いだロボティック・プロセス・オートメーション

病院

老健

診療所

居宅介護

全てのデータをFHIRで
リアルタイム蓄積

多施設 リアルタイム
データ統合基盤
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APIによるデータ収集と利活用 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総務省 ICTスキル総合習得教材   https://www.soumu.go.jp/ict_skill/pdf/ict_skill_1_5.pdf

ポ
イ

ント

FHIRはREST APIを前提に
作られている



FHIR APIの人工知能への活用 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●AI研究、開発は日進月歩。最先端のものがすぐに陳腐化。
●クラウド事業者（AWS、Azure等）がツールを提供している
●人工知能システムは電子カルテと接続した 外部システムが良い
●AIの用途として予測モデルが重要。予測モデルを稼働させるには、電子カ

ルテが構造化したデータをリアルタイムで出せる必要がある

電子カルテと人工知能システム

❖電子カルテデータの構造化と網羅性
➢予測モデル等において機械学習を行う上で、電子カルテデータは高度

に構造化が必要
➢機械学習対象のデータが、疾患を 網羅的に扱っていることが重要

❖カルテMan・Go!の高度な構造化と網羅性
➢オントロジー工学に基づき、 高度に構造化を行っている

■オーダーは共通構造で、付帯情報も個別プロパティで構造化
■文書は汎用レポートと呼んでいるモデルで完全構造化
■観察項目は、最初に統一辞書を開発し、自由記載を極力削減

➢電子カルテを全て自社開発とし、全情報を 網羅的に扱える
■文書を外部システムに依存するなどのテナント構造を取らず、全て

自社開発なので、全情報を 2次利用に活用できる
■全情報を扱うことにより、クリニカルパスは完全パスとなり、また、ア

ラート発生の対象も広範に及んでいる

カルテMan・Go!がAIに適している理由

想定されるシステムの例
●特定の疾患において、合併症と予後を予測する

[例] 脳卒中で肺炎合併を予測
[例] 新型コロナで重症化を予測

●オーダーを出すたびに収支（赤字 /黒字）を予測
し、電子カルテに表示する

●介護施設入所者の異変（重症化）を早期に発見
し、病院への転院を推奨する

●人工知能を搭載した RPA（ロボティック・プロセス・
オートメーション）で多施設ベッドコントロールのリ
アルタイム自動化

人工知能による
診療支援システム

リアルタイム
データ抽出

分析結果を
電子カルテに反映

FHIR　REST Web API
疎結合による
外部SIerとの協働
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FHIR DWHとBIツール 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基幹データベース
IRIS for Health

IRIS FHIRリポジトリ

●FHIRへの変換を行う
○ IRIS標準のマッピング機能
○ FHIRフォーマットを意識せず開発可能

●FHIRリソース
○ データウェアハウスとして必要な情報項目

（リソース）にすべて対応する

FHIR
SQL
Builder

Power BI（エクセル）

●エクセルからSQLでFHIRリポジトリ
に接続し、データ抽出

●基本的にデータを保持しない
●エクセルで各種帳票、グラフ等を

作成

各種帳票

InterSystems FHIR SQL 
Builder （近日リリース）

●データの実体は持たない
○ その都度、リポジトリから抽出
○ SQLスキーマへ投影
○ スキーマは保存可能

　　　　　　　　　各種帳票
●病院管理統計

○ 患者数、収入、費用、在院日数
○ 医師別収入
○ 他

●診療行為実施数統計
○ 検査、処置等の診療行為の統計

　　　　　医事システム

●医事データのDWHへ取込み
○ 直接の接続は行わない
○ DPCレセプトをファイルでリポジトリに

取り込む
○ リポジトリ側で、FHIRに変換する DPC

レセプト

参考　DPCレセプトとFHIRリソースのデータマッピング

ポイント
IRIS for Healthのオプション機能でHL7FHIRリポジトリ（DWH）を構築

エクセルからSQLでDWHを利用可能

Man・Go!は世界標準のDWHとBIツールが使える
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https://igs.healthdataworks.net/jp-rezept-dpc/mapping.html
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ご清聴ありがとうございました。




